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研究内容： 1940-50 年代の中国自由主義的知識人が考える「民主」とは？ 
 
 

本研究では、1940-50年代における中国自由主義的知識人の民主思想の具体的な内実とその変容を明らかにし、そ

れを「物差し」として、中国の自由主義の全体像を素描することを目的とする。 
 
 

具体的には、まず、民主思想史として 1940-50 年代中国の政治過程における連続性に着目し、新聞・雑誌、档案資

料、日記・回想録などを駆使して、テキストマイニング分析という新たな手法を試み、通時的視点から知識人らの民主思

想を検討する。そして、中国大陸だけでなく、同時代の台湾や香港へと広まって連鎖した民主論をも視野に入れるのと

同時に、初歩的ながら戦後日本の知識人の民主論についても検討し、共時的視点から中国の民主の「普遍性」と「特殊

性」を考察していく。その上で、本研究の眼目の一つである新史料「右派言論集」の整理を行い、その生成や刊行の過

程を復元した上で、デジタル化して公開することによって、中国近現代政治史・思想史研究や反右派闘争研究に一石を

投じることを試みる 。 
 
 

戦後中国の民主思想を探求する作業は、単に過去を振り返るものではなく、現代中国の「民主」の在り方、そして今

後の中国の民主化の行方を構想するための有益な手がかりを提供できると考えられ、またこの作業は、政治学をベー

スにしながら、歴史学、法学、経済学や統計学といった複数の専門分野の個別の知識を統合して、実践的課題を解決

する学際的研究でもあると言える。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 


